
JP 5776799 B2 2015.9.9

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも基材と表面保護層とからなる化粧シートであって、該表面保護層が、硬化性
樹脂を含む樹脂成分（Ａ）と、前記樹脂成分（Ａ）との反応性を有しない疎水化処理剤に
より疎水化処理を施したシリカ（Ｂ）との質量比［（Ａ）／（Ｂ）］が（１／９９）～（
４０／６０）である硬化性樹脂組成物を架橋硬化してなり、前記表面保護層の表面に前記
シリカ（Ｂ）が現出してなることを特徴とする化粧シート。
【請求項２】
　前記表面保護層の厚さが１～２０μｍである請求項１に記載の化粧シート。
【請求項３】
　硬化性樹脂組成物が、電離放射線硬化性樹脂組成物である請求項１又は２に記載の化粧
シート。
【請求項４】
　ＪＩＳ　Ｒ３２５７：１９９９に準拠して測定した前記表面保護層の水温２５℃におけ
る水の接触角が１２０°以上である請求項１～３のいずれかに記載の化粧シート。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水滴を弾く化粧シートに関する。
【背景技術】
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【０００２】
　従来から化粧シートの汚染防止のため、化粧シート表面の防汚性や撥水性を高める提案
がなされている。
　例えば、特許文献１においては、表面層として、高分子量シリコーンポリマーを化学的
に結合してなるシリコーンポリマー導入オレフィン系樹脂を含むオレフィン系樹脂層を有
する化粧シートが提案されている。
　また、特許文献２は、（メタ）アクリル系樹脂組成物の水性エマルションとイソシアネ
ートの水分散体とを含む水性組成物から形成される透明性表面保護層を有する、優れた耐
汚染性を有する化粧シートを提案している。
　さらに、特許文献３は、耐汚染性及び撥水性能に優れ、かつ、経時的に撥水性能が低下
しない化粧シートを提供すべく、平均分子量１００～３０００の単官能シリコーン（メタ
）アクリレートを含有する電離放射線硬化性樹脂組成物を架橋硬化して得られた表面保護
層を有する化粧シートを提案している。
　これらの技術により、化粧シートの汚染を一定程度抑えることには成功したが、さらに
、化粧シートの汚染防止性能を大幅に向上することが要請されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－１２９４２０号公報
【特許文献２】特開２００７－９８６６０号公報
【特許文献３】特開２００７－２７６４６４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、かかる状況下において、化粧シートの汚染防止性能を大幅に向上するために
、化粧シートの表面保護層の撥水性を、水を弾く程までに高めることを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明者は、前記課題を解決するために鋭意研究を重ねた結果、化粧シートの表面保護
層に特定のシリカを特定量配合した硬化性樹脂組成物を用いることにより、上記課題を解
決し得ることを見出した。本発明はかかる知見に基づいて完成したものである。
【０００６】
　すなわち、本発明は、少なくとも基材と表面保護層とからなる化粧シートであって、該
表面保護層が、硬化性樹脂を含む樹脂成分（Ａ）と疎水化処理を施したシリカ（Ｂ）との
質量比［（Ａ）／（Ｂ）］が（１／９９）～（４０／６０）である硬化性樹脂組成物を架
橋硬化してなることを特徴とする化粧シートである。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、化粧シート表面が水を弾くようになるので、化粧シート表面への水系
物質の付着を防止し、汚染防止性能を大幅に向上し得る化粧シートを提供できる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の化粧シートの断面を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本発明の化粧シートは、少なくとも基材と表面保護層とからなる化粧シートであって、
該表面保護層が、硬化性樹脂を含む樹脂成分（Ａ）と疎水化処理を施したシリカ（Ｂ）と
の質量比［（Ａ）／（Ｂ）］が（１／９９）～（４０／６０）である硬化性樹脂組成物を
架橋硬化してなることを特徴とする。
　本発明の化粧シートの典型的な構造を、図１を用いて説明する。図１は本発明の化粧シ
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ート１の断面を示す模式図である。図１に示す例では、基材２上に、所望により配設され
る着色層３、所望により配設されるプライマー層４、硬化性樹脂組成物が架橋硬化した表
面保護層５がこの順に積層された構成を有する。
【００１０】
　本発明の化粧シート１に用いられる基材２は、通常化粧シートとして用いられるもので
あれば、特に限定されず、各種のプラスチックフィルム、プラスチックシート、金属箔、
金属シート、金属板、各種繊維の織布や不織布、紙類、木材等の木質系の板、窯業系素材
等を用途に応じて適宜選択することができる。これらの材料はそれぞれ単独で使用しても
良いが、プラスチックフィルム同士の複合体、プラスチックフィルムと金属シートとの複
合体、プラスチックフィルムと紙類との複合体等、任意の組み合わせによる積層体であっ
ても良い。
【００１１】
　基材として用いられる各種のプラスチックフィルム又はプラスチックシートとしては、
各種の合成樹脂からなるものが挙げられる。合成樹脂としては、ポリエチレン樹脂、ポリ
プロピレン樹脂、ポリメチルペンテン樹脂、ポリ塩化ビニル樹脂、ポリ塩化ビニリデン樹
脂、ポリビニルアルコール樹脂、塩化ビニル－酢酸ビニル共重合樹脂、エチレン－酢酸ビ
ニル共重合樹脂、エチレン－ビニルアルコール共重合樹脂、ポリエチレンテレフタレート
樹脂、ポリブチレンテレフタレート樹脂、ポリエチレンナフタレート－イソフタレート共
重合樹脂、ポリメタクリル酸メチル樹脂、ポリメタクリル酸エチル樹脂、ポリアクリル酸
ブチル樹脂、ナイロン６又はナイロン６６等で代表されるポリアミド樹脂、三酢酸セルロ
ース樹脂、セロファン、ポリスチレン樹脂、ポリカーボネート樹脂、ポリアリレート樹脂
、又はポリイミド樹脂等が挙げられる。
【００１２】
　上記した中で、基材としては、コスト、耐熱性、基板との密着性、電子線照射適性、耐
久性等の観点から、ポリエステル樹脂からなるプラスチックフィルムが好ましく、表面保
護層５の伸びを抑制することができ、表面保護層５のクラック発生を抑制する観点から２
軸延伸ポリエステルフィルムが更に好ましい。
　ここで用いられるポリエステル樹脂としては特に限定されず、化粧シートの分野で通常
用いられているものが使用できる。例えば、ポリエチレンテレフタレート（以下「ＰＥＴ
」ということがある。）、ポリブチレンテレフタレート、ポリエチレンナフタレート、ポ
リアリレート、ポリカーボネート、エチレンテレフタレート－イソフタレート共重合体、
ポリアリレート等が挙げられる。この中でも、ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレ
ンテレフタレート等が好ましく、特にポリエチレンテレフタレートが好ましい。
　また、ポリエステル樹脂は各種ホモポリマーの他、樹脂の柔軟化等の目的で各種の共重
合成分又は改質成分を添加した共重合ポリエステル系樹脂、ポリエステル系熱可塑性エラ
ストマー等が使用できる
　本発明において、基材２として好ましく用いられる２軸延伸ポリエステルフィルムは、
例えば、カレンダー法、インフレーション法、Ｔダイ押し出し法等によりフィルム化され
、２軸延伸することで調製される。
【００１３】
　本発明において、基材２の厚さについては特に制限はないが、厚さは、通常２０～１５
０μｍ程度、好ましくは２５～１００μｍの範囲である。厚さが上記範囲内であれば、化
粧シートとして十分な強度を確保することができ、表面保護層５にかかる張力を十分に緩
和することができる。
　また、基材２に好ましく用いられる２軸延伸されたポリエステル樹脂フィルムは、ＪＩ
Ｓ　Ｃ２１５１に準拠して測定した引張強度が１５０ＭＰａ以上であることが好ましい。
　引張強度が１５０ＭＰａ以上であると、高剛性であるため、曲げ加工部において発生す
る局部的な伸びが抑制でき、その上層の表面保護層の伸びも抑制することができる。
【００１４】
　また、基材２は、所望により、着色剤を含有していても良い。これにより後述する着色
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層を配設しないようにすることができる。
　基材２は、他の層との密着性を向上させるために、所望により、片面または両面に酸化
法（コロナ放電処理、クロム酸化処理、火炎処理、熱風処理、オゾン・紫外線処理法等）
や凹凸化法（サンドブラスト法、溶剤処理法等）などの物理的または化学的表面処理を施
すことができる。
【００１５】
　本発明における表面保護層５は、硬化性樹脂組成物を架橋硬化してなるもので構成され
る。この硬化性樹脂組成物は、硬化性樹脂を含む樹脂成分（Ａ）と疎水化処理を施したシ
リカ（以下、「疎水化シリカ」と称することがある。）（Ｂ）とを含み、質量比［（Ａ）
／（Ｂ）］が（１／９９）～（４０／６０）であり、好ましくは（５／９５）～（４０／
６０）、より好ましくは（５／９５）～（３５／６５）、更に好ましくは（１０／９０）
～（３５／６５）、特に好ましくは（１０／９０）～（３０／７０）である。質量比［（
Ａ）／（Ｂ）］が（１／９９）以上であれば［即ち、樹脂成分（Ａ）が１以上であれば］
疎水化シリカ（Ｂ）が化粧シート表面から脱落しにくく、樹脂成分（Ａ）が５以上であれ
ば更に脱落しにくいので好ましい。また、質量比［（Ａ）／（Ｂ）］が（４０／６０）以
下であれば［即ち、疎水化シリカ（Ｂ）が６０以上であれば］水を弾くことができ、疎水
化シリカ（Ｂ）が６５以上であれば、水滴が化粧シート表面を転がるようになるので更に
好ましい。
【００１６】
　疎水化シリカ（Ｂ）に用いられるシリカは、湿式シリカ、乾式シリカのいずれでも良い
。湿式シリカとしては、例えば、株式会社トクヤマ製、商品名「トクシール」シリーズ；
東ソウ・シリカ株式会社製、商品名「ニプシル」シリーズ；エボニック・インダストリー
ズ社製、商品名「カープレックス」シリーズ；高純度シリコンアルコキシドから合成され
た、粒径（０．２～１２．０μｍ）の揃った真球状シリカ微粒子である、宇部日東化成株
式会社製、商品名「ハイプレシカ」シリーズや東亞合成株式会社製、商品名「ＨＰＳ」シ
リーズ等が挙げられ、乾式シリカとしては、例えば、株式会社トクヤマ製、商品名「エク
セリカ」シリーズ等が挙げられる。
　粒度分布の広いシリカは、疎水化処理前又は処理後に、分級等により粒径を揃えること
が好ましい。
【００１７】
　本発明に係る疎水化シリカ（Ｂ）は、上述のシリカを公知の疎水化処理方法により処理
することにより得られる。疎水化処理方法には種々の方法が知られている。
　例えば、特開昭５８－６０７５４号、特開昭５９－２０１０６３号、特開平２－２８７
４５９号等にはシリコーンオイル系処理剤によってシリカ粉末を疎水化処理すること、あ
るいはアルキルシラザン系処理剤、トリメチルシリル化剤又はアルコキシシランで処理し
た後に上述のシリコーンオイル系処理剤で処理してシリカ粉末を疎水化処理することが記
載されている。
　また、特開２００２－２５６１７０、特開２００４－１６８５５９等には、シリカ粉末
をシリコーンオイル系処理剤で処理した後にトリメチルシリル化剤又はアルキルシラザン
系処理剤で処理する二段処理によって疎水性を高めたシリカ粉末が記載されている。
　そして、特開２００３－１４９８５５、特開２００３－２６１３２１等には、アルコキ
シシランによってシリカ表面を疎水化する処理方法やアルコキシシランにより処理した後
に更にシリコーンオイル系処理剤、又はシリコーンオイル系処理剤とアルコキシシランの
併用で処理する処理方法が記載されている。
　さらに、特開２００３－１７１１１７、特開２００３－１７１１１８等には、シリカの
疎水化処理剤として、１，３－ジメチル－１，３－ビス（トリメチルシロキシ）－１，３
－ジヒドロキシジシロキサン等のダイマージオールシロキサン、及び／又はトリメチルシ
ラノールもしくは環状シロキサン（ヘキサメチルシクロトリシロキサン又はオクタメチル
シクロテトラシロキサン等）を用いた処理方法が記載されている。
【００１８】
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　シリコーンオイル系処理剤としては、ジメチルシリコーンオイル、メチルフェニルシリ
コーンオイル、メチルハイドロジェンシリコーンオイルといったストレートシリコーンオ
イルやアミノ変性シリコーンオイル、エポキシ変性シリコーンオイル、カルボキシル変性
シリコーンオイル、カルビノール変性シリコーンオイル、メタクリル変性シリコーンオイ
ル、メルカプト変性シリコーンオイル、フェノール変性シリコーンオイル、片末端反応性
変性シリコーンオイル、異種官能基変性シリコーンオイル、ポリエーテル変性シリコーン
オイル、メチルスチリル変性シリコーンオイル、アルキル変性シリコーンオイル、高級脂
肪酸エステル変性シリコーンオイル、親水性特殊変性シリコーンオイル、高級アルコキシ
変性シリコーンオイル、高級脂肪酸含有変性シリコーンオイル、フッ素変性シリコーンオ
イル等の変性シリコーンオイルを用いることができる。
　トリメチルシリル化剤としては、トリメチルシラノール、トリメチルメトキシシラン、
トリメチルクロロシラン、アミノメチルトリメチルシラン、ジメチルアミノトリメチルシ
ラン、ジエチルアミノトリメチルシランが挙げられ、アルキルシラザン系処理剤としては
、ヘキサメチルジシラザン、ビニルシラザン等が挙げられる。
　アルコキシシランとしては、メチルトリメトキシシラン、メチルトリエトキシシラン、
ｎ－ヘキシルトリメトキシシラン、ｎ－ヘキシルトリエトキシラン、ｎ－オクチルトリエ
トキシシラン、デシルトリエトキシシラン、ビニルトリメトキシシラン、ビニルトリエト
キシシラン等のアルキルアルコキシシランが挙げられる。
【００１９】
　本発明に係る疎水化シリカ（Ｂ）に施される疎水化処理方法として、シランカップリン
グ剤、チタネート系カップリング剤、アルミネートカップリング剤、ジルコアルミニウム
系カップリング剤等の各種カップリング剤、りん酸系、脂肪酸系等の界面活性剤、油脂、
ワックス、ステアリン酸等による処理も包含される。
　しかし、シランカップリング剤等のように疎水化処理後に樹脂との反応性を有するもの
は、反応性を有する箇所が目的の疎水性を有さず、シリカ内で疎水処理された箇所の割合
が低下することにより、シート全体での疎水効果を低下させるため、疎水化処理後に樹脂
との反応性を有しない疎水化剤を用いることが好ましい。
【００２０】
　上述の疎水化処理方法により得られた疎水化シリカ（Ｂ）の平均粒径は、１～２０μｍ
であることが好ましい。平均粒径は、硬化性樹脂組成物の塗工量（ｇ／ｍ2）との関係で
、表面保護層の表面にシリカが現出し、凹凸構造を形成するように選択される。この観点
から疎水化シリカ（Ｂ）の平均粒径は、２～１５μｍであることがより好ましい。ここで
、平均粒径とは、一次粒子が二次凝集構造を有する場合は、平均二次粒子径（平均凝集粒
径）をいい、一次粒子が二次凝集構造を有しない場合は、平均一次粒子径をいう。
【００２１】
　本発明における硬化性樹脂組成物とは、電離放射線硬化性樹脂組成物、熱硬化性樹脂組
成物等が挙げられるが、常温で架橋硬化できる点から電離放射線硬化性樹脂組成物が好ま
しい。ここで、電離放射線硬化性樹脂組成物とは、電磁波または荷電粒子線の中で分子を
架橋、重合させ得るエネルギー量子を有するもの、すなわち、紫外線または電子線等を照
射することにより、架橋硬化する樹脂組成物を指す。
【００２２】
　本発明における電離放射線硬化性樹脂組成物に用いられる電離放射線硬化性樹脂として
は、従来電離放射線硬化性樹脂組成物として慣用されている重合性モノマー及び重合性オ
リゴマーないしはプレポリマーの中から適宜選択して用いることができる。
　重合性モノマーとしては、分子中にラジカル重合性不飽和基を持つ（メタ）アクリレー
ト系モノマーが好ましく、中でも多官能性（メタ）アクリレートが更に好ましい。なお、
ここで「（メタ）アクリレート」とは「アクリレート又はメタクリレート」を意味する。
多官能性（メタ）アクリレートとしては、分子内にエチレン性不飽和結合を２個以上有す
る（メタ）アクリレートであれば良く、特に制限はない。具体的にはエチレングリコール
ジ（メタ）アクリレート、プロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、エチレンオキ
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シド変性トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールト
リ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレート、ジペンタエ
リスリトールヘキサ（メタ）アクリレート、エチレンオキシド変性ジペンタエリスリトー
ルヘキサ（メタ）アクリレート、シリコンジアクリレート、シリコンヘキサアクリレート
等が挙げられる。これらの多官能性（メタ）アクリレートは１種を単独で用いても良いし
、２種以上を組み合わせて用いても良い。
【００２３】
　本発明においては、前記多官能性（メタ）アクリレートとともに、その粘度を低下させ
る等の目的で、単官能性（メタ）アクリレートを、本発明の目的を損なわない範囲で適宜
併用することができる。単官能性（メタ）アクリレートとしては、例えば、シクロヘキシ
ル（メタ）アクリレート、ラウリル（メタ）アクリレート、ステアリル（メタ）アクリレ
ート、イソボルニル（メタ）アクリレート等が挙げられる。これらの単官能性（メタ）ア
クリレートは１種を単独で用いても良いし、２種以上を組み合わせて用いても良い。
　なお、単官能性（メタ）アクリレートは、本発明に係る硬化性樹脂に含まれる。
【００２４】
　次に、重合性オリゴマーとしては、分子中にラジカル重合性不飽和基を持つオリゴマー
、例えばエポキシ（メタ）アクリレート系、ウレタン（メタ）アクリレート系、ポリエス
テル（メタ）アクリレート系、ポリエーテル（メタ）アクリレート系等が挙げられる。
　さらに、重合性オリゴマーとしては、他にポリブタジエンオリゴマーの側鎖に（メタ）
アクリレート基をもつ疎水性の高いポリブタジエン（メタ）アクリレート系オリゴマー、
主鎖にポリシロキサン結合をもつシリコーン（メタ）アクリレート系オリゴマー等が挙げ
られる。
【００２５】
　電離放射線硬化性樹脂組成物として紫外線硬化性樹脂組成物を用いる場合には、光重合
用開始剤を樹脂組成物１００質量部に対して、０．１～５質量部程度添加することが望ま
しい。光重合用開始剤としては、従来慣用されているものから適宜選択することができ、
特に限定されず、例えば、分子中にラジカル重合性不飽和基を有する重合性モノマーや重
合性オリゴマーに対しては、ベンゾイン、ベンゾインメチルエーテル、ベンゾインエチル
エーテル、アセトフェノン、ジメチルアミノアセトフェノン、２，２－ジメトキシ－２－
フェニルアセトフェノン、２，２－ジエトキシ－２－フェニルアセトフェノン、ベンゾフ
ェノン、ｐ－フェニルベンゾフェノン、４，４’－ジエチルアミノベンゾフェノン等が挙
げられる。
　また、分子中にカチオン重合性官能基を有する重合性オリゴマー等に対しては、芳香族
スルホニウム塩、芳香族ジアゾニウム塩、芳香族ヨードニウム塩、メタロセン化合物、ベ
ンゾインスルホン酸エステル等が挙げられる。
　また、光増感剤としては、例えばｐ－ジメチル安息香酸エステル、第三級アミン類、チ
オール系増感剤等を用いることができる。
【００２６】
　本発明においては、電離放射線硬化性樹脂組成物として電子線硬化性樹脂組成物を用い
ることが好ましい。電子線硬化性樹脂組成物は無溶剤化が可能であって、環境や健康の観
点からより好ましく、また光重合用開始剤を必要とせず、架橋硬化の制御がし易く安定な
硬化特性が得られるからである。
【００２７】
　本発明に係る硬化性樹脂は、熱硬化性樹脂であっても良い。この熱硬化性樹脂としては
、２液反応硬化型樹脂又は単独硬化型樹脂のいずれでも良く、具体的にはフェノール樹脂
、尿素樹脂、ジアリルフタレート樹脂、メラミン樹脂、グアナミン樹脂、不飽和ポリエス
テル系樹脂、ポリウレタン系樹脂、エポキシ樹脂、アミノアルキッド樹脂、メラミン－尿
素共縮合樹脂、珪素樹脂、ポリシロキサン樹脂等があり、これらに必要に応じて、架橋剤
、重合開始剤等の硬化剤、重合促進剤、溶剤、粘度調整剤、体質顔料等を添加したものが
用いられる。上記硬化剤は、通常イソシアネートが不飽和ポリエステル系樹脂、ポリウレ
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タン系樹脂に、アミンがエポキシ樹脂に、メチルエチルケトンパーオキサイド等の過酸化
物、アゾイソブチルニトリル等のラジカル開始剤が不飽和ポリエステル系樹脂等によく使
用される。又、上記イソシアネートとしては、２価以上の脂肪族イソシアネート又は芳香
族イソシアネートを使用することが出来るが、熱変色防止、耐候性等の点から脂肪族イソ
シアネートが望ましい。
【００２８】
　本発明に係る硬化性樹脂組成物の樹脂成分（Ａ）は硬化性樹脂のみからなるものであっ
ても良いが、以上述べた硬化性樹脂以外に、各種熱可塑性樹脂を本発明の目的を損なわな
い範囲、例えば、質量比（硬化性樹脂／熱可塑性樹脂）は、（５０／５０）～（１００／
０）で適宜併用することができる。本発明で用いられる熱可塑性樹脂としては、（メタ）
アクリル酸エステル等の（メタ）アクリル系樹脂等が挙げられ、これらは１種単独でも又
は２種以上を組み合わせて用いても良い。２種以上組み合わせる場合は、これらの樹脂を
構成するモノマーの共重合体でも良いし、それぞれの樹脂を混合して用いても良い。
【００２９】
　また本発明における硬化性樹脂組成物には、得られる表面保護層の所望物性に応じて、
各種添加剤を配合することができる。この添加剤としては、例えば、耐候性改善剤、耐摩
耗性向上剤、重合禁止剤、架橋剤、赤外線吸収剤、帯電防止剤、接着性向上剤、レベリン
グ剤、チクソ性付与剤、カップリング剤、可塑剤、消泡剤、充填剤、溶剤、着色剤等が挙
げられる。
【００３０】
　本発明においては、前記の硬化性樹脂、所望により加えられる熱可塑性樹脂及び各種添
加剤を、それぞれ所定の割合で均質に混合し、硬化性樹脂組成物からなる塗工液を調製す
る。この塗工液の粘度は、後述の塗工方式により、基材の表面に未硬化樹脂層を形成し得
る粘度であれば良く、特に制限はない。
　本発明においては、このようにして調製された塗工液を、基材の表面に、硬化後の厚さ
が好ましくは１～２０μｍ、より好ましくは１～１０μｍになるように、用いる疎水化シ
リカの種類や平均粒径に応じて適宜決定され、グラビアコート、バーコート、ロールコー
ト、リバースロールコート、コンマコート等の公知の方式、好ましくはグラビアコートに
より塗工し、未硬化樹脂層を形成させる。塗工液の塗工量としては、通常、１～２０ｇ／
ｍ2である。
【００３１】
　硬化性樹脂組成物として、電子線硬化性樹脂組成物を用いる場合は、上述のようにして
形成された未硬化樹脂層に、電子線を照射して該未硬化樹脂層を硬化させる。その加速電
圧については、用いる樹脂や層の厚みに応じて適宜選定し得るが、通常加速電圧７０～３
００ｋＶ程度で未硬化樹脂層を硬化させることが好ましい。
　なお、電子線の照射においては、加速電圧が高いほど透過能力が増加するため、基材と
して電子線により劣化する基材を使用する場合には、電子線の透過深さと樹脂層の厚みが
実質的に等しくなるように、加速電圧を選定することにより、基材への余分の電子線の照
射を抑制することができ、過剰電子線による基材の劣化を最小限にとどめることができる
。
　また、照射線量は、樹脂層の架橋密度が飽和する量が好ましく、通常５～３００ｋＧｙ
の範囲で選定される。
【００３２】
　電子線源としては、特に制限はなく、例えばコックロフトワルトン型、バンデグラフト
型、共振変圧器型、絶縁コア変圧器型、あるいは直線型、ダイナミトロン型、高周波型等
の各種電子線加速器を用いることができる。
【００３３】
　本発明の化粧シートは、所望により、基材２の上に、化粧シートの意匠性を高めるため
に着色層３を設けても良い。着色層３は、絵柄模様層及び／又は隠蔽層からなる。
　絵柄模様層の絵柄の種類等は特に制限はない。例えば、木目模様、石目模様、砂目模様
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、タイル貼模様、煉瓦積模様、布目模様、皮絞模様、幾何学図形、文字、記号、抽象模様
等が挙げられる。隠蔽層は全面ベタ層である。
　絵柄模様層及び隠蔽層の形成方法は特に限定されず、例えば、公知の着色剤（染料又は
顔料）を結着剤樹脂とともに溶剤（又は分散媒）中に溶解（又は分散）させて得られる着
色インキ、コーティング剤等を用いた印刷法や塗工法等により形成すれば良い。
【００３４】
　結着剤樹脂としては、例えば、アクリル系樹脂、スチレン系樹脂、ポリエステル系樹脂
、ウレタン系樹脂、塩素化ポリオレフィン系樹脂、ポリビニルブチラール樹脂、アルキド
系樹脂、石油系樹脂、ケトン樹脂、エポキシ系樹脂、メラミン系樹脂等が挙げられる。こ
れらの樹脂は、単独又は２種以上を混合して使用できる。
　着色剤としては、各種無機顔料、各種有機顔料（染料も含む）、金属顔料、真珠光沢（
パール）顔料等が挙げられる。
　また、溶剤（又は分散媒）としては、石油系有機溶剤、エステル系有機溶剤、アルコー
ル系有機溶剤、ケトン系有機溶剤、エーテル系有機溶剤、塩素系有機溶剤等が挙げられる
。
【００３５】
　絵柄模様層や隠蔽層の形成に用いる印刷法としては、グラビア印刷法、オフセット印刷
法、スクリーン印刷法、フレキソ印刷法、静電印刷法、インクジェット印刷法等が挙げら
れ、コーティング法としては、ロールコート法、ナイフコート法、エアーナイフコート法
、ダイコート法、リップコート法、コンマコート法、キスコート法、フローコート法、デ
ィップコート法等が挙げられる。
　絵柄模様層や隠蔽層の厚さは特に限定されず、製品特性に応じて適宜設定できるが、乾
燥後の層厚で０．１～１０μｍ程度である。
【００３６】
　本発明の化粧シートは、基材２と表面保護層５との接着性を高めるため、又は基材２と
所望により設けられる着色層３との接着性を高めるため、所望により、プライマー層４を
設けても良い。
　プライマー層４の形成に用いられるインキとしては、バインダーに必要に応じて、体質
顔料等のフィラー、溶剤、安定剤、可塑剤、触媒、硬化剤等を適宜混合したものが使用さ
れる。該バインダーとしては特に制限はなく、例えば、エステル樹脂、ウレタン樹脂、ア
クリル樹脂、ウレタン－アクリル共重合体樹脂、ポリカーボネート樹脂、塩化ビニル－酢
酸ビニル共重合体、ポリビニルブチラール樹脂、ニトロセルロース樹脂等を挙げることが
でき、これらの樹脂は１種単独で、又は２種以上を組み合わせて使用することができる。
　プライマー層４の塗工方法としては、上記の各種コーティング法や各種印刷法が挙げら
れる。
　プライマー層４の厚さは０．５～２０μｍの範囲であることが好ましい。
【００３７】
　本発明の化粧シートは、化粧シートとその被着体との良好な接着を確保するため、表面
保護層５の反対側の基材２の表面（即ち、基材２の裏面）に、所望により、接着剤層を積
層することができる。
　接着剤層に用いる材料としては特に制限はなく、化粧シートの分野で公知の接着剤が使
用できる。具体的にはポリアミド樹脂、アクリル樹脂、酢酸ビニル樹脂等の熱可塑性樹脂
、熱硬化性ウレタン樹脂等の硬化性樹脂等が挙げられる。また、イソシアネートを硬化剤
とする二液硬化型ポリウレタン樹脂又はポリエステル樹脂も適用し得る。
　接着剤層の厚さは特に制限はないが、通常、乾燥後の厚さが１～１００μｍの範囲であ
る。
【００３８】
　本発明の化粧シートは、被着体である木質系基板に貼着して化粧板として使用され、鋼
板に貼着して化粧鋼板として使用される。
　木質系基板としては、木材合板、パーティクルボード、中密度繊維板（ＭＤＦ）、高密
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度繊維板（ＨＤＦ）等の木質系基材やフラッシュ構造からなる基材を挙げることができる
。木質系基板の厚さについては特に制限はないが、通常０．２～５ｍｍ程度である。
　また、被着体となる鋼板としては、鉄、アルミニウム、銅等の金属材料が挙げられ、こ
れらは溶融亜鉛メッキ処理や電気亜鉛メッキ処理等の表面処理が施されていても良い。ま
た、被着体の形状は特に限定されず、例えば、平板、曲面板、多角柱等の形状を任意に採
用できる。鋼板の厚さについては特に制限はないが、通常０．２～１ｍｍ程度である。な
お、被着体である鋼板は隠蔽性を付与するために、鋼板に直接着色してコーティング層を
設けても良い。
【００３９】
　本発明の化粧シート１を用いた化粧板は、厨房の壁材、浴室の壁材、ユニットバス壁材
、ユニットバス内装材、ドア材、ＡＶ機器、エアコンカバー等に用いることができるが、
特に、水回りの濡れや湿気に対する耐性が要求される厨房の壁材、浴室の壁材、ユニット
バス壁材、ユニットバス内装材等として好適に用いられる。
　本発明の化粧シートを貼付した化粧鋼板は、同様に、水回りの濡れや湿気に対する耐性
が要求され、且つ汚れ易い、キッチンセット材、厨房の壁材、浴室の壁材、ユニットバス
壁材、ユニットバス内装材等に好適に用いられる。その他、壁、天井等の建築物内装材、
扉、扉枠、窓枠等の建具の表面材、回縁、幅木等の造作部材の表面材、箪笥、キャビネッ
ト等の家具の表面材等にも使用できる。
　また、被着材である木質系基板や鋼板を用いずに、化粧シート自体を壁材、建材部材に
対するラミネート材、ラッピング材等として使用することもできる。
【実施例】
【００４０】
　次に、本発明を実施例により、さらに詳細に説明するが、本発明は、この例によってな
んら限定されるものではない。
（評価方法）
（１）接触角
　接触角測定機（協和界面科学製 接触角計ＣＡ－Ｘ型）を用いて測定したＪＩＳ Ｒ ３
２５７：１９９９で規定される接触角（測定水温２５℃）を測定した。
（２）水滴挙動評価
　表面に水滴を滴下したときの挙動を下記基準で４段階評価した。評価点が大きい程、良
好である。
　　４：　化粧シートを５°に傾けた時に、化粧シート表面上を水滴が転がり落ちた。
　　３：　化粧シートを３０°に傾けた時に、化粧シート表面上を水滴が転がり落ちた。
　　２：　化粧シートを３０°に傾けた時に、化粧シート表面上を水滴が転がらなかった
が、化粧シート表面を伝って水滴がゆっくりと滑り落ちた。
　　１：　化粧シートを３０°に傾けた時に、化粧シート表面上を水滴が転がらず、ゆっ
くりと滑り落ちもしなかった。
【００４１】
製造例１
　宇部日東化成株式会社製、商品名「ハイプレシカＴＳ」を平均粒径３μｍになるように
分級して得られたシリカを１５０℃にて３時間乾燥処して、吸着水分量を０．２３質量％
に調節した。この調節後のシリカ微粉体２００ｇを振動流動層（中央化工機株式会社製振
動流動相装置）に仕込み、水分量０．３８質量％に除湿された空気によって、振動流動さ
せながらｎ－オクチルトリエトキシシラン１２ｇを噴霧した後、更にジメチルシリコーン
オイル１５ｇを噴霧し３０分間流動混合した。その後、速やかに、温度２５℃、湿度９０
％に保持された恒温恒湿槽中に入れ、７２時間保持して疎水化シリカを製造した。
【００４２】
実施例１
　基材２として、厚さ５０μｍの２軸延伸透明ＰＥＴフィルム（東洋紡績（株）製「コス
モシャインＡ４３００」）を用い、その表面に、ウレタンをバインダーとし、酸化チタン
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、キナクリドンレッド、及びイソインドリノンイエローを主成分とする着色剤を含有する
インキを用いて、隠蔽層と抽象柄模様の絵柄模様層とをその順にグラビア印刷して着色層
３を形成した。その着色層３の上に、ウレタン－アクリル共重合体樹脂（共重合比５：５
）をバインダーとするインキ組成物を用いて、塗工量２ｇ／ｍ2の（全面ベタ）層をグラ
ビア印刷にて施してプライマー層４とした。プライマー層４の厚さは２μｍであった。
　次に、プライマー層４の上に、３官能アクリレートモノマーであるエチレンオキサイド
変性トリメチロールプロパントリアクリレート６０質量部と６官能アクリレートモノマー
であるジペンタエリスリトールヘキサアクリレート４０質量部とから構成される硬化性樹
脂からなる樹脂成分（Ａ）４０質量％、及び製造例１で得られた平均粒径３μｍの疎水化
シリカ６０質量％からなる電子線硬化性樹脂組成物をグラビアダイレクトコータ法により
２ｇ／ｍ2塗工した。塗工後、加速電圧１６５ｋＶ、照射線量５０ｋＧｙ（５Ｍｒａｄ）
の電子線を照射して、電子線硬化性樹脂組成物を架橋硬化させて、表面保護層５とした。
次いで、７０℃で２４時間の養生を行い、化粧シート１を得た。なお、表面保護層５の厚
さは３．０μｍであった。
　得られた化粧シート１を上記方法にて評価した。評価結果を第１表に示す。
【００４３】
実施例２～４及び比較例１～４
　第１表に示すように硬化性樹脂と疎水化シリカとの質量比及び硬化性樹脂組成物の塗工
量を変更した以外は、実施例１と同様にして、実施例２～４及び比較例１～４の化粧シー
ト１を得た。得られた化粧シート１を上記方法にて評価した。評価結果を第１表に示す。
【００４４】

【表１】

【産業上の利用可能性】
【００４５】
　本発明の化粧シートは、化粧板として、化粧鋼板として、又は化粧シート自体として、
キッチンセット材、厨房の壁材、浴室の壁材、ユニットバス壁材、ユニットバス内装材、
壁、天井等の建築物内装材、扉、扉枠、窓枠等の建具の表面材、回縁、幅木等の造作部材
の表面材、箪笥、キャビネット等の家具の表面材、ＡＶ機器、エアコンカバー、建材部材
に対するラミネート材、ラッピング材等に用いることができるが、特に、水回りの濡れや
湿気に対する耐性が要求される厨房の壁材、浴室の壁材、ユニットバス壁材、ユニットバ
ス内装材等として好適に用いられる。
【符号の説明】
【００４６】
　１．化粧シート
　２．基材
　３．着色層
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　４．プライマー層
　５．表面保護層
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【図１】
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